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〇
財
務
省
令
第
九
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
及
び
登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律

第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
第
百
五
十
六
号
a

の
規
定
に
基

づ
き
、
登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
大
蔵
省
令

第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
中
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）

第
五
条
の
八（
広
域
的
処
理
に
係
る
変
更
の
認
定
）」を「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年

法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
の
九
第
六
項
（
一
般
廃
棄

物
の
広
域
的
処
理
に
係
る
特
例
）」に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

七
条
の
五
（
広
域
的
処
理
に
係
る
変
更
の
認
定
等
）
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
五
条
の
八
」
を
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項

（
産
業
廃
棄
物
の
広
域
的
処
理
に
係
る
特
例
）
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
の
九
第
六
項
」
に
、

「
準
用
す
る
同
規
則
」
を「
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
令
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
三

十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
二
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）

第
五
十
五
条
第
四
項
第
二
号
、
第
六
十
条
第
三
項
、
第
百

条
第
一
項
及
び
第
百
五
条
並
び
に
確
定
給
付
企
業
年
金
法

施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
四
号
）
第
一
条

第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
確

定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
本
則
を
本
則
第
一
項
と
し
、
本
則
に
次
の
二
項

を
加
え
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金

に
加
入
者
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
同
項
第
六
号
及
び

第
七
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
生
命
保
険
の
契
約
に
あ
っ

て
は
、
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
の
毎
事
業
年
度
の
末

日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
係
る
保
険
業
法
施
行
規
則

（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
十
条
第
三
号
に
規

定
す
る
契
約
者
価
額
が
、
生
命
共
済
の
契
約
に
あ
っ
て

は
、
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
の
毎
事
業
年
度
の
末
日

に
お
け
る
当
該
契
約
に
係
る
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規

則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
七
号
）
第
十

一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
契
約
者
価
額
（
以

下
「
契
約
者
価
額
」
と
い
う
。）が
、
給
付
に
要
す
る
費

用
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
（
当
該
額
の
計
算

に
つ
い
て
は
、
当
該
契
約
者
価
額
の
計
算
に
用
い
る
予

定
利
率
及
び
予
定
死
亡
率
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。）を

下
回
ら
な
い
も
の
（
以
下
「
受
託
保
証
型
確
定
給
付
企

業
年
金
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
四
号
に

掲
げ
る
書
類
（
給
付
の
設
計
の
基
礎
を
示
し
た
書
類
を

除
く
。）を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
十
一
条
第
二
号
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」

を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
が
受
託
保
証
型

確
定
給
付
企
業
年
金
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二

号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
者
価
額

の
計
算
に
用
い
る
予
定
利
率
及
び
予
定
死
亡
率
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
五
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
が
受
託
保
証
型

確
定
給
付
企
業
年
金
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
数
理
債
務
の
額
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
八
十
二
条
中
「
で
あ
る
こ
と
」
の
下
に
「
、
又
は
当

該
確
定
給
付
企
業
年
金
が
受
託
保
証
型
確
定
給
付
企
業
年

金
で
あ
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
百
十
七
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
受
託
保
証
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
つ
い

て
は
、
第
一
号
（
給
付
の
種
類
ご
と
の
受
給
権
者
に
関

す
る
事
項
を
除
く
。）、
第
二
号
（
給
付
の
支
給
状
況
に

関
す
る
事
項
を
除
く
。）、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
百
十
七
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
受
託
保
証
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
つ
い

て
は
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附
則
第
四
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
権
利
義
務
の
承
継
に
係
る
確
定
給
付

企
業
年
金
が
受
託
保
証
型
確
定
給
付
企
業
年
金
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
が
終
了

す
る
ま
で
の
間
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
十
八
号

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）

第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
第
四
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）並
び
に
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成

元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
三
十
五
条
第
六
項
、
第
三
十

六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
十
八
条
第
二
項
（
同
法
第
三

十
五
条
第
六
項
及
び
第
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
運
輸
規
則
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁土

地
家
屋
調
査
士
懲
戒
処
分
、
経
済
上
の

連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ

コ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
附
属
書
一
の
日

本
国
の
表
に
お
い
て
関
税
の
譲
許
が
一
定

の
額
を
限
度
の
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
る
物
品
の
輸
入
額
、
国
営
土
地
改
良
事

業
の
工
事
の
部
分
完
了
、
公
示
送
達
、
建

築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
に
対
す
る
処
分

関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
K

会
社
そ
の
他

L
I

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
二
号

小
型
自
動
車
競
走
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八

号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
型
自
動
車
競

走
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

小
型
自
動
車
競
走
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

小
型
自
動
車
競
走
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
経
済
産

業
省
令
第
九
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
年
間
開
催
回
数
」
の
下

に「（
二
以
上
の
施
行
者
が
共
同
し
て
競
走
を
開
催
す
る
場

合
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
か
一
方
の
施
行
者
が
指
定
重
勝
式

勝
者
投
票
法
の
み
を
実
施
す
る
と
き
は
、
当
該
一
方
の
施

行
者
が
実
施
す
る
も
の
を
含
ま
な
い
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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